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平成16年度佐賀大学学内

COE

生 命・バ イ

オ・生活習慣

病重点研究支

援事業（分担）

がん化にかかわるエピジェネティクス

の基礎と治療への応用（代表：向井常

博）

5,000

助 手 下西 智徳 平成16年度科学研究費補助

金

若手研究 ⑵ 肝内胆管癌における多段階発癌に関す

る病理組織学的検討および胆管癌実験

モデルの確立

１,000

助 手 大塚 隆生 平成16年度科学研究費補助

金

若手研究 ⑵ 消化器癌におけるASCのメチル化抑

制の意義および遺伝子治療への応用

１,400


